
 

第６ 医療給付事業 

 

１ 小児慢性特定疾病医療給付（児童福祉法） 

医療費の支給認定については、愛知県中核市小児慢性特定疾病審査会にて審査を行っており、

令和７年４月１日からは16疾患群801疾患が給付の対象となっている。 

(1) 疾患群別受給者数                          （単位：件） 

     区分 

 

疾患群 

認定数 

（新規再掲） 

割合 

(％) 

年齢別内訳（再掲） (再掲) 
登録

者証 ０歳 
１～ 
２歳 

３～ 
５歳 

６～ 
８歳 

９～ 
11歳 

12～ 
14歳 

15～ 
17歳 

18歳 
以上 

重症 
患者 
認定 

高額
かつ
長期 

人工 
呼吸
器 

悪性新生物 62(12) 13.9 - 3 6 8 7 11 17 10 15 8 - 8 

慢性腎疾患 29(5) 6.5 - - 4 2 - 2 12 9 - 5 - 7 

慢性呼吸器疾患 14(5) 3.1 4 2 1 1 3 2 1 - 4 6 5 3 

慢性心疾患 91(13) 20.4 1 10 11 4 8 12 32 13 11 14 3 18 

内分泌疾患 72(9) 16.1 - 2 2 7 14 16 18 13 - 26 - 5 

膠原病 15(3) 3.4 - - - 3 1 2 4 5 - 8 - 6 

糖尿病 32(3) 7.2 - - 1 6 4 8 8 5 - 7 - 11 

先天性代謝異常 ９(1) 2.0 - - - - - 3 4 2 1 - - 1 

血液疾患 ９(1) 2.0 - - - - 1 2 3 3 - 1 - 2 

免疫疾患 ４(1) 0.9 - 1 - 1 - - 1 1 1 1 - 2 

神経・筋疾患 39(4) 8.8 - 1 5 6 4 6 8 9 15 12 - 4 

慢性消化器疾患 49(6) 11.0 2 2 4 3 3 7 19 9 - 11 - 9 

染色体又は遺伝子に

変化を伴う症候群 
13(1) 2.9 - - 1 5 1 4 - 2 7 6 1 3 

皮膚疾患 ３(1) 0.7 - - 1 - 1 - - 1 - 1 - - 

骨系統疾患 ５(-) 1.1 - - - - 1 1 1 2 1 1 - - 

脈管系疾患 － － - - - - - - - - - - - - 

計 446(65) 100 7 21 36 46 48 76 128 84 55 107 9 79 

※同一の者に複数の疾病に関して支給認定を行っている場合は、それぞれの疾病ごとに計上 

※重症患者認定、高額かつ長期、人工呼吸器は、主疾患に記載し、重複して認定を行っている場合

は、それぞれの項目ごとに計上 

※令和８年４月１日以降に支給決定を行った者を含む 

 

(2) 受給者実人数   （単位：人） 

年度 実人員 

R5年度 443 

R6年度 446 

R7年度 437 

 

(3) 申請及び届出件数 （令和８年４月末現在）         （単位：件） 

 新規 更新 
変更 

(審査あり) 
変更 

(審査なし) 
再交付 返納 計 

件数 65 343 － 101 2 6 517 

承認 65 342 －    407 

不承認 － 1 －    1 

保留 － － －    － 



 

                                   

(4) 決算額 

年度                               

医療費 日常生活用具 

支払件数 

(件) 

給付額 

（円） 

件数 

(件) 

給付額 

（円） 
内訳 

R5年度 5,488 106,240,529 1 113,250 113,250（パルスオキシメーター） 

R6年度 5,277 123,650,644 2 174,760 
125,950（人工鼻） 
48,810（蓄電池） 

R7年度 5,265 113,334,078 5 286,857 
75,930（吸引器×２） 
210,927（蓄電池×３） 

※令和５年度から岡崎市単独で蓄電池の補助を開始 

 

(5) 小児慢性特定疾病指定医療機関指定数（令和８年３月31日現在）    （単位：件） 

病院・診療所 薬局 訪問看護事業所 計 

78 149 21 248 

 

(6) 小児慢性特定疾病指定医指定数（令和８年３月31日現在）   （単位：人） 

専門医要件 研修要件 計 

79 3 82 

 

２ 小児慢性特定疾病児童自立支援事業 

 (1) 療養相談・支援 

長期療養上の不安や悩み等の相談及び小児慢性特定疾病医療給付事業の受給に関する支援を

行う。 

 

ア 面接相談・訪問状況                          （単位：人） 

年度 
面接相談 訪問 電話 

実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 延べ人数 

R5年度 382 430 13 24 19 

R6年度 392 409 17 28 3 

R7年度 378 412 8 8 8 

 

イ 疾患群別療養相談内容                         （単位：件） 

疾患群 
相談内容（再掲:新規） 

計 
医療 家庭看護 福祉制度 就学 食事栄養 その他 

悪性新生物 18 (7) 15 2 15(2)  1 13(2) 64(11) 

慢性腎疾患 7 (3) 6(1)  1 8  0  4 26(4) 

慢性呼吸器疾患 3 (2)  4(1)  1(1)  5  0 3(1)  16(5) 

慢性心疾患  31(10) 12 3 21(1) 1 14(1) 82(12) 

内分泌疾患  15(2) 16(2) 5(1) 22(1)  0 10(2) 68(8) 

膠原病  6(2)  3(2)  3  4  0 3(2) 19(6) 

糖尿病  8(1)  3  1 14(1)  0 7(1) 33(3) 

先天性代謝異常 2 0  0 2  1 3(1) 8(1) 

血液疾患 2 1  0 4(1)  0 1 8(1) 

免疫疾患  1  1 0  1 0 0  3 

神経・筋疾患 8(2) 9(1) 9 12(1) 0 4(1) 42(5) 

慢性消化器疾患 16(3) 3(1) 5 13(3) 1(1) 5 43(8) 



 

疾患群 
相談内容（再掲:新規） 

計 
医療 家庭看護 福祉制度 就学 食事栄養 その他 

染色体又は遺伝子に
変化を伴う症候群 

 2  4(1) 2  1 0 1 10(1) 

皮膚疾患 0 0 1(1) 1  0 1 3(1) 

骨系統疾患 1 0 1 1 0  0 3 

脈管系疾患 0 0 0 0 0 0 0 

計 120(32)  77(9)  34(3) 124(10)  4(1)  69(11) 428(66) 

  ※同一の者に複数の疾病に関して支給認定を行っている場合は、主疾病に計上 

 

ウ 個別ケース会議出席状況                        （単位：件） 

年度 退院時調整会議 ケースカンファレンス 就学前調整会議 

R5年度 6 3 2 

R6年度 3 3 11 

R7年度 3 2 0 

 

(2) 小児慢性特定疾病児童等・家族教室                  （単位：人） 

開催日 内容 
参加者数 

患児 家族等 計 

8月14日 

講演「１型糖尿病とともに～思春期の過ごし方～」 

・交流会 

講師 ソレイユ千種クリニック 木村那智 医師 

6 11 17 

8月31日 講習「ＡＥＤに触ってみよう！」・交流会 7 13 20 

2月21日 

講演「ＩＢＤ（炎症性腸疾患）と生きる”今”を 

大切に」・交流会 

講師 オストメイトモデル 高橋めいこ 氏 

0 9 9 

 

(3) 情報提供 

機関紙（小慢だより）の発行 

時期 小児慢性特定疾病医療費支給認定 更新申請時に配布 

内容 

・小児慢性特定疾病疾患群別支給認定数について 

・小児慢性特定疾病医療費助成制度の対象疾病の拡大について 

・小児慢性特定疾病児童日常生活用具の種目追加について 

・小児慢性特定疾病医療受給者証の表記変更について 

・小児慢性特定疾病児童等データベース運用開始における医療意見書のオ

ンライン登録について 

・講演会、交流会について  ・小児慢性特定疾病、子ども医療について 

・防災コラム        ・LINE登録の案内 

 

(4) 小児慢性特定疾病児童手帳交付状況 （単位：件）              

年度 交付件数 

R5年度 61 

R6年度 61 

R7年度 58 

 

 



 

 

３ 不育症検査費補助 

(1) 目的 

     現在、研究段階にある不育症検査のうち、保険適用を見据え先進医療として実施されるもの

を対象に、不育症検査に要する費用の一部を補助することにより、不育症の方の経済的な負担

の軽減を図る。 

 

(2) 対象 

申請時に以下の条件全てに該当する者 

ア 申請時に岡崎市に住所を有する者であること。 

イ 流産（生化学的妊娠は含まない）、死産の既往が合計２回以上ある者であること。 

ウ 実施医療機関の施設要件を満たす医療機関で実施され、先進医療として行われる不育症検査

を受けた者であること。なお、実施医療機関の施設要件とは「不育症に係る先進医療を実

施する保険医療機関として承認されている医療機関であること」「当該患者に対して、保

険適用されている不育症に関する治療・検査を、保険診療として実施している医療機関で

あること」である。 

 

(3) 内容 

     先進医療として行われる以下の不育症検査に対し、１回の検査につき７割に相当する額と６

万円のいずれか少ない方の額（1,000円未満の端数は切り捨て）を補助する。 

 ア 流死産検体を用いた遺伝子検査〈次世代シーケンサーを用いた流死産絨毛・胎児組織染色体

検査〉 

 イ 抗ネオセルフβ２グリコプロテインⅠ複合体抗体検査 

  ※抗ネオセルフβ２グリコプロテインⅠ複合体抗体検査は、令和７年６月１日以降に実施したも 

のに限る。 

 

(4) 補助状況 （年度末現在）       （単位：件） 

年度 実件数 延べ件数 

Ｒ４年度 0 0 

Ｒ５年度 0 0 

Ｒ６年度 0 0 

Ｒ７年度 9 9 

  ※令和４年度については令和５年２月15日から開始 

 

(5) 決算額           （単位：円） 

年度 決算額 

Ｒ４年度 0 

Ｒ５年度 0 

Ｒ６年度 0 

Ｒ７年度 267,000 

 

４ 不妊症・不育症支援ネットワーク事業 

不妊症、不育症患者への支援として、流産・死産に対するグリーフケアを含む相談支援、特別 

養子縁組制度の紹介等の心理社会的支援を実施する。 

  



 

内容 実施状況等 

不妊・不育専門相談 3回 

保健師面接相談 0件 

電話相談・家庭訪問 1件 

情報発信による啓発 「岡崎商工会議所発お役立ち情報」、企業メー

ルの配信 

特別養子縁組制度等の情報提供 不妊・不育専門相談の会場にチラシ等の設置 

流産・死産を経験された方への情報提供 死産届出時、産婦人科医療機関にチラシを配付 

 

５ 不妊・不育専門相談 

不妊症・不育症について、検査や治療に関する専門的な相談に応じることで、夫婦で主体的に 

治療に取り組み、今後の治療の方向性を考えるきっかけとなるよう、不妊症看護認定看護師によ 

る相談及び助言を行う。 

 

(1) 相談状況 

ア 相談回数・人数 

年度 実施回数(回) 実人数(人) 延べ人数(人) 

Ｒ４年度 8 16 16 

Ｒ５年度 6 9 9 

Ｒ６年度 4 5 5 

Ｒ７年度 2 3 3 

 

イ 相談内容（複数回答可）                   （単位：件） 

内容 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

不妊の原因について 2 2 2 1 

不妊症の検査・治療について 7 5 4 2 

不妊治療を実施している医療機関の情報について 6 2 2 2 

主治医や医療機関に対する不満について 1 0 0 0 

世間の偏見や無理解による不満 － 0 0 0 

家族に関すること － 0 0 0 

費用や助成制度について 3 0 2 2 

不育症に関すること 2 1 1 1 

不妊治療と仕事の両立について 2 1 0 0 

その他 2 3 0 1 

 

  ウ 満足度調査結果  

    不妊・不育専門相談実施後に、対象者へアンケートを実施 

年度 平均点数（点） 

Ｒ４年度 4.8 

Ｒ５年度 4.8 

Ｒ６年度 4.4 

Ｒ７年度 5 

 ※ 点数は５段階評価 


